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　神戸アニマルケア国際会議（ICAC）は、阪神・淡路大
震災 15 周年にあたる 2009 年、震災の経験から学んだ
様々な「命に対する責任」について考え、情報発信する
ための機会として、現在公益社団法人の Knots を中心と
して開催され、今回 2回目の開催を迎えます。
　この 2回目の ICAC は「その医療と健康管理～人と動
物の未来の為に」というテーマを掲げ、前回にも増して
意義ある情報発信の場とすべく、開催準備が進められて
きました。そして、まさにそのさなかに、東日本大震災
が東北地方を襲いました。
　目を背けたくなるような惨状がテレビを通じて放映
される中で、私たちを心から勇気づけたのは、再度立
ち上がろうとする気概を見せる被災者の方々の姿と、
国内外の様々な立場の方から寄せられる温かい支援で
した。
　そして、被災地の獣医師たちは被災者である我が身
のことを考えるより先に、被災動物のために立ち上が

りました。彼ら／彼女らの活動は多くの人々の善意に
支えられ、獣医師会と行政によって組織化されて現在
に至っています。
　このような時期だからこそ、日本獣医師会は、動物に
係わる専門家・科学者の団体として、我々獣医師が考え
る「命に対する責任」について紹介するとともに、我々
の職域に係わる様々な情報を提供すべきであると考え、
この会議の主催団体に名を連ねさせていただくこととし
ました。
　獣医師が提供する動物医療は多様です。それは、小鳥、
犬猫、牛馬からクジラまで、動物の形態や機能が様々に
異なることの他に、人が動物を飼育する目的など、人と
動物の関係が異なるからです。
　今回、日本獣医師会は動物医療の多様性に着目し、市
民の皆様に情報をお届けします。この会議を通じて、「獣
医師」と「動物医療」に対する皆様の理解が深まること
を望みます。
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